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ホ学は 高松市の東3 牟礼町の志度湾に面

した自然自分な小高い丘の上にあり 平成16

年4月 に前身の著川県立医療短期大学を改め

新たに4年制大学として開学いたしました 保

健医療学部イ学部に委頴学科と臨床検査学:12

■11の小さな大学です|● 短期大学時l● も合わ

せますと これまでに500名 をtIIえ るう凛師

保健師 助産師 臨床検査技師を県内外の保健

医療鵜 に送 |り 出してまいりました

本学では 意まれた自然環境と優秀な教育ス

タッフ 贔先端の充実した実習設備など 他の

との大学にも引けことらない教育環境を背景

= 幅広い数妻と生命を尊重する豊かな人間性

とともに 高度な専門
',知

識と技術を有 した

すなわち「心 知 技Jを兼ね備えた医療人の

華成を教育目標に掲げています また 県立で

ある本学は l●場の人々や関係機関との連携を

強めるとともに 保健医療の現場や地域の課題

と書袴に関連した教育研究活動を推進し その

成果を地域に還元するなど 開かれた大学とし

て地域の保健医療福祉の向上に寄与 していま

す

21世紀を迎え世界にも類を見ない遠さで高

齢化が進む我が国では 今や超高齢化社会をい

かに儘やかに 安全て安心して暮らせるかが

大きな社会問題となっています.また 科学校

術の進歩とともに医療はますます高度専門化

被難化し 医療に携わる人々には これまでll

上に高度な知識と技術が要求されています 本

学では このような背景を受り また時代の要

:|に的確に応えるため 平成21年度に大学院

修士課捏の開散や薇護学科の募集定員を現在の

50名 から70名に増員することなどを計画 して

おり 大学の更なる発展を目指 しています.

今回 広報時の発刊を構に 1人でも多くの

方に保健医療大学を知っていただくとともに

私どもの大学が地域の方々にとりましてより身

近な大学となりますよう これまで以上に努力

してまいりたいと考えています この広報誌を

何気なく手に取られた方に はんの少しの元策

が与えられるような そして次回の発刊が楽し

みに待たれるよう0 そのような広報誌を目

'旨してまいりますので これから是非ご愛読いた

だきますようお願い申し上げます

繁 ―

香川県立保健医療大学広報誌の発刊に寄せて
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チーム医療に必要なコミュニケーション

『野瑠話

研修の目的は遠成できた

9フ%
コミュニケーション体験学習は満足

93%
メンバーに受け入れられた

91%
学生企画の交流会やうどん作り
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本学のことを知つてください
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今回参カロされた方々が 1人でも多く本学を志望されることを期待しています.
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南  11三 郎 て欲 しいと思います 1'か で

自然に回まれた本大学 1魅力に

あふれています 学生部長とし

て 大学生活を応llし ます
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  0考
年石謳学における教育方法 致材研究

年を重ね やはり青護大好き人間だと実感 しています 若請教育におい

て 最良の師であり 人生の先壼てある高齢者の方々との出会いのなか

で そのなに
'り

まれた歴史に,螢 と感動を ヽた温かい笑,iに ヽ■ばい

癒されています これからも学生と共に 高齢者の方々の実顧の瞬間に

少 しても多 く触れることのできるようなる護 を,と iE● ています 人間

が好き 高齢者が好きな方 ―

“

に学び古しょう

美
「

鑑責 旅行 ヨーロ ,パの美

“

館狐 りを冨1画 し 地中Ⅲ ,ら ltは 中け

とitみ  次(tベルキーと思いつつ頓 l■ t早や0年 元気なうちにせひ実}し た

|“ です

故生1勿 学

細薗サ素に関する

:1究

学生さんに楽 しくて
一生懸命て 適工じの

ある大学生活■すごし 口吉

"晨Ft村 悪子

]性看吾学 助と学
生涯発達学

]母性意識の構造と発達
2助産31のキャリア発達生[

学習の動構づ ナ要因
3生涯発辻と性省割
4専F剛者の性アイデンティティー

5母性の育児ス トレスの実証 早t幼

児の子育て支援システムの開発

など



バレーボールサークル

,た ちパ レーボールサークルは 約eO名 ぐらいて

います みんな忙 しく なかなか全員が集まることは

楽 しくバレーホールをしていよす 繰習読合や大会 t

, Iた 新入生歓Jl会 やヒク=′ ク 忘年会など

,|で も規睦 を深め 学年間係 /● く仲奥 く活動 してヽ ま

電識学科2年

週 2回活動 して
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タバコは体に悪い1でも軽いタバコなら大丈夫 ?―
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この か |く ,は 以下の通 ,rす  世‖的 に=コ チン タールの測定法か決め ら
'に

い
'す

 機械 が博 ´吸 う時
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彎 尚 多諺 辮 11鼈土ぃて
9月23曰 1火 秋,●・1編入討験 (看護学科)/11月 22日 J推薦入試 (看証学科 臨床検査学科)

2月25日 Ⅲ 一般前期入試G護学科 臨床l・査学科〉/3月 12日
`本 '一

般後期入試嗜 護学科)
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